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2001 年に誕生した BGN 唆合器(以下 BGN) は，前後，側方への運動の再現に必要な 5 要素の再現メ
カニズムを完備した調節要素を完備した初の全調節性岐合器である。本研究では， BGN が実際どれほ
どの生体の運動再現性を発現するかを 現在の補綴歯科臨床で一般的に用いられている半調節性岐合
器である DenarMark II 唆合器(以下 Mark II) との比較検討から検証することを目的とした。
【方法】 9 名の正常有歯顎者を被験者として，各被験者からのチェックバイト記録，あるいは唆耗によ




BGN と Mark II とで同一の模型を使用し そのために BGN と Mark II との間で互換性を持たせた。次
いで，①被験者の岐合接触運動と，② BGN での岐合接触運動，③ Mark II の岐合接触運動を行わせ，
オクルーザルワックスにて下顎第一大臼歯における FGP 記録を採得した。採得したワックス・レコー




以下が 6 名に達し，中にはベネット角 0。を示すものもあった。ベネッ
ト角が小さいことは作業側頼頭の運動量が小さいことを意味し，作業側頼頭の運動再現を特長とする
BGN の性能を生かすことができなかった。また，ベネット角が 150 以上であっても，作業側頼頭の運
動方向が頼頭間軸方向であれば， BGN と DenarMark II との聞に差異は生じなかった。

























的な全調節性唆合器が開発された。本研究は，その全調節性岐合器である BGN 岐合器 (BGN) の性能
評価を目的としたものである。半調節性岐合器である DenarMark I (Mark II) を対照岐合器としている。
実験では， 9 名の被験者の唆合接触運動と，被験者の下顎運動データから調節した BGN と，矢状頼
路傾斜度のデータのみを調節した Mark II の 3 者の下顎運動を定量的，定性的に比較検討し， BGN に
おける下顎運動の再現性が評価された。比較の精度を確保するため BGN と Mark II 問での模型装着の
互換性を持たせ，同一模型を使用することを可能とした.岐合接触運動の記録にはオクルーディング・
ワックスによる FGP 法を採用している。比較は作業側下顎第一大臼歯の FGP 記録媒体を対象に分析・
比較した。




以下が 6 名に達し，中にはベネット角 O。を示すものもあり，作業側頼頭の運動再現を特長とす
る BGN の性能が生かすことができなかったとしている。またベネット角が 15
0
以上であっても，作
業側頼頭の運動方向が頼頭間軸方向であれば， BGN と Mark II との問に差異は生じなかった。 5 要素が
完備した BGN はどのような生体の顎運動も再現できるはずであるが，作業側頼頭が垂直後方・垂直内
方・垂直下方への運動のような 350 を超える運動はベネット板や後壁につかえてデータの検出はでき
なかった。そのような場合は 歯の唆耗の調和を図ってデータ検出を行っている。
これらの結果は，作業側頼頭の運動量が小さくても作業側頼頭の運動方向を調節した効果が認めら
れることを示すものであり，調節性岐合器の意義を改めて認識することができた。すなわち本論文では，
唆合器と生体の特質を，岐合器の特質はその構造から，生体の特質は関節部軟組織の現象から考察し
たものであり，ともすれば機械論的な補綴治療に陥りやすい現状の治療法に対して，岐合器を用いた
生体論的な治療を行う手段を導入するために大きな貢献を果たすものである。
よって，本論文は博士(歯学)に相応しいものと判断する。
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